
 

 

令和４年 １月 

 

２
０
２
２
年
に
な
っ
て
半
月
が
経
ち
ま
し
た
。
大
変
遅
く
な

り
ま
し
た
が
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
年
末
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
新
規
感
染

者
が
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
年
が
明
け
て
か
ら
急
速
に
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
人
吉
球
磨
地
区
は
第
５
波
の
時
を
は
る
か

に
超
え
る
新
規
感
染
者
が
毎
日
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
す

る
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
限
り
気
を
つ

け
て
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
誰
し
も
が
感
染
し

う
る
病
気
で
す
。
感
染
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
な
ど
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
今
回
は
「
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
」
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢

が
１
８
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

民
法
が
定
め
て
い
る
成
年
年
齢
は
「
一
人
で
契
約
で
き
る
年

齢
」
と
い
う
意
味
と
、「
父
母
の
親
権
に
服
さ
な
く
な
る
年

齢
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
成
年
に
な
る
と
、
親
の
同
意

を
得
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
で
様
々
な
契
約
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

例
え
ば
、
携
帯
電
話
を
契
約
す
る
、
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
を

借
り
る
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
、
高
額
な
商
品
を
購
入

し
た
と
き
に
ロ
ー
ン
を
組
む
と
い
っ
た
と
き
、
未
成
年
の
場
合

は
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
成
年
に
達
す
る
と
、
親

の
同
意
が
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
契
約
が
自
分
一
人
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
親
権
に
服
さ
な
く
な
る
た
め
、
自

分
の
住
む
場
所
、
進
学
や
就
職
な
ど
の
進
路
な
ど
も
自
分
の
意

志
で
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
１
０
年
有
効
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
り
、
公

認
会
計
士
や
司
法
書
士
、
行
政
書
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
女
性
が
結
婚
で
き
る
最
低
年
齢
は
１
６
歳
か
ら
１
８

歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
結
婚
で
き
る
の
は
男
女
と
も
に
１
８
歳

以
上
と
な
り
ま
す
。 

 

一
方
、
成
年
年
齢
が
１
８
歳
に
な
っ
て
も
、
飲
酒
や
喫
煙
、

競
馬
な
ど
の
公
営
競
技
に
関
す
る
年
齢
制
限
は
、
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ず
２
０
歳
で
す
。
健
康
面
へ
の
影
響
や
非
行
防
止
、
青

少
年
保
護
等
の
観
点
か
ら
、
現
状
維
持
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

成
年
に
達
す
る
と
、
親
の
同
意
が
な
く
て
も
自
分
で
契
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
未
成
年
者
取
消
権
は
行
使
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
契
約
を
結
ぶ
か
ど
う
か
を
決
め
る
の

も
自
分
な
ら
、
そ
の
契
約
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
も
自
分
自

身
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
、
未
成
年
の
う
ち
か
ら
、
契
約
に
関
す
る
知
識
を
学

び
、
様
々
な
ル
ー
ル
を
知
っ
た
上
で
、
そ
の
契
約
が
必
要
か
よ

く
検
討
す
る
力
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
や
困
っ
た
こ
と
が

起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
の
相
談
窓
口
と
し
て
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）
！
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
困

っ
た
と
き
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
と
き
に
は
し
っ
か
り
と
相

談
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。 
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●
注
意
・
連
絡
事
項
● 

・
新
規
に
就
労
を
希
望
す
る
場
合
は
早
め
に
担
任
の
先
生
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
生
徒
が
発
熱
・
体
調
不
良
の
際
は
必
ず
学
校
（
担
任
）
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 



自分の意見や、日常生活の様子を投稿したり、他の利用者とコミュニケーションをとったり、趣味
についての情報を集めたりと、子どもたちはSNSをさまざまな形で活用しています。しかし中には、
他人から認められたいという承認欲求を満たすめに使って、SNSにふりまわされる生活を送っている
子どもたちもいるようです。

承認欲求を満たすためにSNSを利用する子どもたち
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SNSはあくまで自分が楽しむためのツールであるということを子どもたちに理解させ、SNSを
使うときは、友だちや「いいね」、コメントの数に振りまわされるのではなく、自分のペースで
楽しく使うことを意識するよう、指導していくことが重要です。

SNSでの友だちの数や、「いいね」、コメントの数を気にしすぎてしまう

SNSでは、友だちの数や、投稿に寄せられた「いいね(※)」の数、コメントの数が数値として表示
されます。こうした数の多さを、自分が他人から認められた証だと考えている子どもたちは、決して
少なくありません。そのため、友だちの数が減ったことや、「いいね」やコメントが全然もらえな
かったことにショックを受けたり、他の利用者の投稿についた「いいね」の数と自分の投稿に寄せら
れた「いいね」の数を比較して落ち込んだりといったように、そうした数を気にしすぎてストレスを
ためてしまうケースがあります。

この人の投稿、ま
たこんなにたくさ
ん「いいね」され
てる

また友だち減って
る。僕の投稿、お
もしろくないのか
な……

※「いいね」とは……SNSの利用者が、気に入った投稿に対してボタンを押し、共感を伝える機能

数をかせぐために、投稿内容が過激化してしまうことも……

もっとSNSでの友だちを増やしたい、たくさんの「いいね」
やコメントが欲しいという思いから、投稿内容がどんどん過激
化してしまうケースがあります。
例えば、公共の場で迷惑行為や危険行為をしているものや、

肌を露出するなど性的な要素を含むものを投稿してしまう子ど
もたちがいるのです。
こうした投稿をすると、批判的なコメントが多く寄せられる

ことがあります。また、過去の投稿などから個人情報を特定さ
れ、問題の投稿とあわせてインターネット上に拡散されてしま
う可能性があります。そうなると、後から情報をすべて削除す
ることは難しくなります。
実際、SNSへの不適切な投稿と投稿者の個人情報が、イン

ターネット上のさまざまなサイトに掲載され続けているケース
はたくさんあります。


